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　第８回講演会は、歌手 由紀さおり
さん・声楽家 安田祥子さんの姉妹を
講師にお迎えします。
　お二人は、子どもの頃から、ひばり
児童合唱団に所属し、童謡歌手とし
て活躍。その後、姉の安田祥子さん
は、東京藝術大学やニューヨークの
音楽院で学び、東京藝術大学の講師
を18年続けたのち、コンサート活動
専念のため勇退。
　また、妹の由紀さおりさんは、「夜
明けのスキャット」でデビューし、
芸能界へ。俳優や司会・バラエティ
など、幅広いジャンルでご活躍です。
　姉妹の活動は、1982年に、由紀
さおりさんのコンサートに、安田祥子
さんをゲストに招き、二人で童謡を
歌ったことがきっかけです。

　その後、1986年、姉妹による童
謡コンサート「あの時、この歌」が、
手づくりコンサートとしてスタート。
　以来、日本語のもつ美しさや日本
人の心や姿を伝える童謡の数々を、
次世代に歌い継ぎたいという思いか
ら国内外で公演を続け、2023年で
37年目を迎えました。
　由紀さおりさんは、「させぼ夢大
学」２回目のご出演。今回は、姉妹
で「童謡コンサート2023」として、
懐かしい童謡の数々をご披露してい
ただきます。四季の移ろい、小動物
や相手を思いやる気持ちが、きれい
な日本語で、会場いっぱいに広がる
ことでしょう。
　さあ、皆様、お二人の童謡の世界
をどうぞ満喫されてください。

由紀さおり・安田祥子 童謡コンサート2023
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開  場 17：30
講  演 18：30（終了20:00）

歌手　由
ゆ き

紀さおり氏 • 声楽家　安
や す だ

田祥
さ ち こ

子氏講　師 ●

●姉 安田祥子、妹 由紀さおりは子どものころ
ひばり児童合唱団に所属し、童謡歌手として活
躍。その後クラシック界、芸能界へとそれぞれの
道へ。1986年より姉妹で童謡コンサートをスタ
ート。先人の残した日本の歌を子どもたちに手渡
したいという思いで、活動を続け2023年に37年
目を迎える。現在、『由紀さおり・安田祥子 with 
木山裕策 童謡コンサート ～家族のハーモニーⅡ～』
を各地で開催。

由紀さおり氏・安田祥子氏のプロフィール
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11月の講演会は第3木曜日です。
今回、「夢のひろば」はありません。

■と　き／12月14日（木） 18:30～20:00

■講　師／城郭考古学者　千
せ ん だ

田 嘉
よしひろ

博氏
■テーマ／徳川家康と天下人の城

●愛知県豊田市出身。日本の城郭考古学者。名古屋市立大学教授、
奈良大学特別教授。中世・近世城郭の考古学的研究を行い、日本各
地の城の発掘調査・整備の委員を務める。また、世界の城と日本の
城の比較研究を行っている。「織豊系城郭」を提唱し、城郭を資料
として歴史を研究する方法の確立に寄与した。2015年に濱田青陵
賞を受賞。16年のNHK大河ドラマ「真田丸」の真田丸城郭考証者。
18年奈良新聞文化賞を受賞。

　次回のご案内

撮影：畠中和久氏



※
締
め
切
り
は
11
月
21
日
㈫
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

■好楽さんの口から出た１番多いセリフ
は、母親（お母さん・おっかさん・女将さん）
ではないかと思いました。
　やはり、最後の晩餐はお袋の味であり、
誰でも母親のことを言われるのは弱いと小
噺から感じました。

佐世保市早苗町●牧　千尋

■お笑いの世界では、どんな場合でも明る
く振る舞って、笑いを提供しなければ生き
ていけない厳しい世界だとつくづく感じま
した。落語の「つる」は細かい仕草やよどみ
のない話芸で面白おかしく聴かせてもらい
ました。やはり笑いが一番です。

佐世保市中通町●安藤　光裕

■さすが、プロの噺家！　好楽師匠。
　「笑点」に出演されている時のイメージと
は大違い。そろばんをはじく音、くびなが
どりの鶴の尾羽まで表現している仕草には
感心しました。正に、「つー」と言えば

「かー」ではなく、「るー」でしたね。
　高座まで準備していただいた、スタッフ
の皆さん、ありがとうございました。　

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

■暗いニュースばかりのこの頃ですが、
講師の好楽師匠の登場を楽しみにしていま
した。お世話になった師匠たちのお話や、
最後には落語まで聞かせていただき、暗い
気持ちが吹き飛んでしまいました。
　「笑い」というのは、みんなを幸せにする
魔法のようだと、心から思いました。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■笑って楽しい講演で、とても元気になり
ました。日常生活のちょっとしたことも、
見方を変えて楽しもうと思いました。

佐世保市下本山町●山口　八重子

■笑顔が優しい好楽師匠。噺家の中で、悪
口を言う人がいないということ、納得です。

「笑点」に出演されている時とは、印象が違
うなあ～と、キャラを演じていらっしゃる
のでしょうか。小噺も聞かせてもらって、
笑いがおこりました。
　１日の始まりは気持ちよく、まずは朝の
挨拶、人への感謝（ありがとう）を忘れな
いで。また、明日を楽しく迎えられますよ
うに。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■三遊亭好楽師匠の90分間の講演は、大笑
いの愉しい時間でした。「人の一生は決まっ
ているから、人様によくしてあげよう」「明
日やることがあるのが一番幸せ」など、好楽
師匠の言葉が心に強く残りました。
　毎月の夢大学がとても楽しみです。素敵
な学びの時間になるように、受講生の私た
ちも、せめて携帯電話や席取りなどマナー
を守っていかねばと思います。講師とスタ
ッフの皆様に感謝して帰宅しました。

平戸市中津良町●宮﨑　とし子

■好楽さんは、「笑点」のメンバーで一番好
きな方です。今日は、どんな話をされるの
か、心ワクワクで来ました。
　さすが名人！ たくさんの話題をもとに、
人生の楽しみ方のヒントを話してください
ました。
　「人生好んで楽しもう！ 人生好んで笑い
ましょう！」ありがたい１日でした。

佐世保市陣の内町●井手　孝広

　令和6年度（第33期）の募集は、「夢のつづき」12月号と1月号の2回にわたり、応募用紙を掲載し、
主要新聞には1月12日（金）に募集要項を折込みにして行います。募集受付期間〔1月31日（水）必着〕に応募
されたものを一括し、「抽選」にて決定しますので、ご了承ください。申込みは、お一人１枚とします。

12月初旬・令和6年 1月初旬

12月14日㈭、1月11日㈭ 講演会

令和6年 1月12日㈮ 新聞折込み

※紙面に33期講師予定掲載

２回の講演会のどちらかで、申込みを！

“申込み応募用紙”を掲載した「夢のつづき」
12月号・1月号を郵送します。

募集締切〔1月31日㈬必着〕後、一括コンピュータ抽選を行います。

☆新聞折込みの「募集要項」掲載の
　はがきか、官製はがきにて受付

【応募用紙による申込み】 【新聞等のはがきによる申込み】

令和6年度  第33期生募集について

佐世保市内、佐々町、川棚町、波佐見町
西海市、有田町

●各新聞に「募集要項」折込み
　　  長崎・西日本・毎日・朝日・読売
●折込みの範囲

早めの申込み
による割引が
あります！

三遊亭 好楽 氏



と
思
い
ま
す
。
好
楽
さ
ん
、
貴
重

な
楽
し
い
ひ
と
時
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

笑
っ
て
楽
し
む
人
生
を
！

佐
世
保
市
南
風
崎
町　

横
山　

春
美

　
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

演
奏
は
、
独
特
の
ア
レ
ン
ジ
も
あ

り
楽
し
か
っ
た
。
今
後
の
大
い
な

る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
、
私
は
、
好
楽
師
匠
の
講

演
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
噺
家
で
師
匠
の
悪
口
を
言
う

人
は
一
人
も
い
な
い
と
の
こ
と
。

名
は
体
を
表
す
か
。

　

自
分
の
育
っ
た
厳
し
い
境
遇
に

ふ
れ
て
、
父
の
急
逝
で
母
が
一
人

で
８
人
兄
弟
を
育
て
た
と
の
こ

と
。
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
母
を
見

て
育
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
師

匠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
母
を
喜
ば

せ
た
い
一
心
で
落
語
に
興
味
を
も

ち
、
落
語
家
を
目
指
し
た
と
い
う

親
孝
行
ぶ
り
に
も
人
柄
が
偲
ば
れ

る
。
大
い
に
精
進
し
て
、
今
の
地

位
を
築
か
れ
た
と
思
う
。

　

小
噺
で
は
大
い
に
笑
っ
た
。
次

か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
小
噺
の
洪

水
に
溺
れ
た
。
つ
る
と
首
長
鳥
の

噺
と
最
終
盤
の
落
語
に
も
笑
い
の

連
続
。
長
崎
と
の
縁
で
は
、
前
川

清
、
さ
だ
ま
さ
し
と
の
交
友
や
、

「
長
崎
の
鐘
」
に
は
涙
す
る
と
い

う
話
も
あ
っ
た
。

　

好
楽
師
匠
と
地
元
出
身
で
孫
弟

子
の
ら
っ
好
さ
ん
の
益
々
の
活
躍

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

夢のつづき　令和5年11月1日発行・第三種郵便物認可
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長崎は今日も好楽日和だった　

奇
心
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
あ
の
体
力
。

お
人
柄
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

体
じ
ゅ
う
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
々
、
落
語
を
聴
く
機
会
は
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
日
本
独
特
の

芸
能
は
い
い
も
の
で
す
。
世
界
中

で
争
い
が
あ
る
昨
今
、
日
本
の
国

の
平
和
に
感
謝
し
、
ま
た
こ
れ
が

続
く
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

落
語
の
力

佐
世
保
市
瀬
戸
越
２
丁
目　

鷲
見　

邦
子

　

今
日
は
、「
笑
点
」
で
お
馴
染

み
の
三
遊
亭
好
楽
さ
ん
の
講
演
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
幼

く
し
て
お
父
様
を
亡
く
さ
れ
、
８

人
兄
弟
を
一
人
で
支
え
て
こ
ら
れ

た
お
母
様
を
喜
ば
せ
た
い
一
心
で
、

落
語
の
世
界
へ
入
門
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
そ
の
後
、
自
分
の
選
ん
だ

道
に
常
に
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
、

努
力
さ
れ
た
結
果
が
今
日
の
好
楽

さ
ん
の
活
躍
を
物
語
っ
て
お
ら
れ

る
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
結
婚
式
で
の
父
親
の

ス
ピ
ー
チ
の
物
真
似
は
、
昔
か
ら

変
わ
ら
ぬ
庶
民
の
人
情
と
俗
っ
ぽ

さ
が
表
現
さ
れ
て
い
て
圧
巻
で
し

た
。
周
り
の
目
も
気
に
せ
ず
、
大

笑
い
し
て
い
る
自
分
が
い
て
、
心

か
ら
笑
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

「
落
語
」
の
力
に
感
服
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
生

好
ん
で
楽
し
も
う
」
の
と
お
り
、

与
え
ら
れ
た
人
生
、
二
度
と
な
い

今
日
を
心
の
底
か
ら
楽
し
ん
で

日
々
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い

10月 夢のひろば　みお＆福田将之　JAZZ DUO「JAZZ演奏」

を
聞
け
る
「
さ
せ
ぼ
夢
大
学
」。

今
回
の
第
７
回
は
、
誰
も
が
知
る
、

長
寿
演
芸
番
組
「
笑
点
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
お
馴
染
み
の
好
楽
師

匠
で
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
、

落
語
界
で
こ
の
人
の
悪
口
を
言
う

人
は
い
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

好
人
物
。

　

落
語
の
噺
に
は
、
暮
ら
し
の
知

恵
、
教
訓
、
道
徳
、
人
が
社
会
で

生
き
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
笑
い
の
中
で
、

人
情
の
機
微
に
ふ
れ
、
人
の
気
持

ち
が
わ
か
る
人
間
味
あ
ふ
れ
る
人

で
あ
り
た
い
も
の
。

　

今
、
世
界
で
内
戦
・
紛
争
が
絶

え
な
い
中
で
、
平
和
で
穏
や
か
な

国
、
日
本
に
生
き
る
者
と
し
て
平

和
の
礎
と
な
っ
た
犠
牲
に
感
謝

し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
小
さ

な
出
来
事
、
何
気
な
い
言
葉
や
挨

拶
を
大
事
に
生
き
る
歓
び
を
感
じ

た
い
。

　
「
人
生
好
ん
で
楽
し
も
う
」

　

物
事
を
楽
し
む
心
を
も
つ
こ
と

が
、
日
々
の
幸
せ
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
を
信
じ
、
こ
の
生
き
づ
ら
い

多
様
化
の
時
代
を
生
き
抜
き
た

い
。
古
典
落
語
の
「
つ
る
」「
み

そ
豆
」
の
小
噺
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
77
歳
、
す
ば
ら
し

い
！　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

 

「
ど
ん
な
時
も
笑
顔
忘
れ
ぬ
生
き

上
手
」

楽
し
め
る
心
の
有
り
様

佐
世
保
市
東
山
町　

中
溝　

悦
美

　

ま
ず
、
時
々
感
想
文
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
何
人
か
で
一
生
懸
命
吟
味

さ
れ
、
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

旨
の
古
賀
理
事
長
の
話
は
、
と
て

も
嬉
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
私
事
な
が
ら
、
９
月
・

10
月
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
立
て
込

ん
で
い
て
、
疲
れ
気
味
で
し
た
。

し
か
し
、
夢
大
学
は
外
せ
な
い
と

思
い
、
10
月
の
三
遊
亭
好
楽
さ
ん

の
講
演
を
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
、
好
楽
さ
ん
が
１
９
４
６

年
生
ま
れ
と
話
さ
れ
、
私
は
お

や
？
、
私
は
何
年
生
ま
れ
だ
っ
た

か
と
頭
の
中
で
考
え
ま
し
た
。
は

っ
と
我
に
返
っ
て
、
何
と
私
よ
り

一
つ
下
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

驚

き
ま
し
た
。
あ
の
年
で
、
い
や
こ

の
年
で
、
あ
の
話
ぶ
り
。
60
歳
く

ら
い
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
さ
す

が
プ
ロ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
思
い
の
優
し
い
心
で
落
語
に

興
味
を
も
た
れ
た
と
は
い
え
、
好

笑
い
は
心
の
栄
養
か
も

西
松
浦
郡
有
田
町　

庄
村　

雅
子

　

最
近
、
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
戦
争

の
こ
と
、
物
価
上
昇
の
こ
と
な
ど
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
聞
か
れ
な
く
、

こ
の
先
ど
う
な
る
か
と
案
じ
る

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
好
楽
さ
ん
の
話
で
ほ
っ
こ
り
、

ニ
コ
ニ
コ
、
ク
ス
ク
ス
、
楽
し
い

講
演
会
で
し
た
。

　

政
治
・
経
済
・
外
交
な
ど
難
し

い
話
も
関
心
が
あ
り
ま
す
が
、
年

１
回
く
ら
い
は
笑
え
る
講
演
も
い

い
で
す
ね
。
舞
台
に
立
た
れ
た
だ

け
で
、
頬
が
緩
み
、
す
ご
い
噺
家

さ
ん
と
感
じ
ま
し
た
。「
笑
点
」
は
、

亡
き
父
が
毎
回
欠
か
さ
ず
観
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

朝
は
機
嫌
よ
く
、
感
謝
の
気
持

ち
を
も
ち
、
恩
は
岩
に
刻
み
、
恨

み
は
水
に
流
す
、
な
ん
と
す
ば
ら

し
い
言
葉
で
し
ょ
う
！　

少
し
で

も
実
行
に
移
し
た
い
と
、
こ
れ
ま

で
の
自
分
の
行
い
を
反
省
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
古
典
落
語
、
久
し
ぶ

り
に
聴
き
、
日
本
人
で
よ
か
っ
た

と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。
帰
り

の
車
の
中
で
思
い
出
し
笑
い
で
、

軽
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
す
ば
ら
し
い
講
演
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明

日
へ
の
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
！　

　
心
に
感
動
を
！
　
人
生
に
発

見
を
！北

松
浦
郡
佐
々
町　

法
本　

安
子

　

地
元
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
生

で
一
流
講
師
陣
に
出
会
い
、
お
話
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九十九島の名称

柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

九
十
九
島
は
、
い
つ
頃
か
ら

「
九
十
九
島
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
説
に
、
第
九
代
平
戸
藩
主
・

松
浦
清
（
隠
居
後
、
静
山（
せ
い
ざ

ん
）と
号
し
た
）
が
羽
後
国
（
現
在

の
秋
田
県
）
の
象
潟（
き
さ
か
た
）の

景
観
に
な
ら
っ
て
名
付
け
た
と

い
う
。

　

松
浦
静
山
は
、
隠
居
し
た
後

『
甲
子
夜
話（
か
っ
し
や
わ
）』
と
称

す
る
二
七
八
巻
に
及
ぶ
身
辺
雑

記
を
記
し
た
著
名
な
文
化
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
『
甲
子
夜
話
』
の

中
に
、
象
潟
の
九
十
九
島
に
つ

い
て
記
し
て
い
る
が
、
静
山
の

興
味
の
対
象
は
火
山
の
恐
ろ
し

さ
と
地
震
の
不
思
議
さ
で
あ
っ

た
。
一
八
〇
四
年（
文
化
一
）に

鳥
海
山
の
噴
火
に
よ
る
大
地
震

が
発
生
し
、
象
潟
の
九
十
九
島

は
隆
起
し
て
陸
地
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

象
潟
は
、
松
島
、
天
橋
立
と

並
ぶ
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
つ

た
。
江
戸
時
代
ま
で
の
景
勝
地

は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
和
歌

に
詠
み
こ
ま
れ
た
名
所
旧
跡（
歌

枕
）
で
あ
り
、
歌
枕
以
外
の
風
景

は
ど
ん
な
に
美
し
く
て
も
一
級

品
と
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
は
静
山
も
同

様
の
認
識
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

り
、
歌
枕
で
も
な
い
藩
内
の

島
々
を
「
九
十
九
島
」
と
命
名
し

て
賛
美
し
た
と
い
う
可
能
性
は

薄
い
。

　

伊
能
忠
敬
は
日
本
全
国
を
測

量
し
て
回
り
、
き
わ
め
て
正
確

な
日
本
地
図
を
つ
く
っ
た
。

　

一
八
一
二
年（
文
化
九
）末
に

平
戸
藩
の
測
量
を
開
始
し
、
翌

年
正
月
か
ら
約
一
カ
月
を
か
け

て
九
十
九
島
一
帯
を
測
量
し
て

い
る
。
伊
能
忠
敬
の
『
測
量
日

記
』
を
読
む
と
、
一
月
四
日
に
俵

ヶ
浦
半
島
の
突
端
か
ら
測
量
を

始
め
て
、「
九
十
九
島
内
の
黒
小

島
に
至
る
」、「
九
十
九
島
内
の

マ
グ
ラ
島
（
枕
島
）
の
一
周
は
五

町
三
十
九
間
（
六
一
六
ｍ
）」
と

記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
手
探
り
で
調
べ
て
い

く
と
、
測
量
結
果
を
集
大
成
し

た
一
枚
で
あ
る
『
九
州
一
円
之

図
』（
伊
能
図
小
図
）に
は
、「
自

甲
崎
至
日
野
總
曰
九
十
九
島
」

（
兜
崎
よ
り
日
野
ま
で
の
島
々
を

総
称
し
て
九
十
九
島
と
言
う
）と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
域

の
島
々
は
現
在
、
南
九
十
九
島

と
呼
ん
で
お
り
、
実
際
の
島
数

は
ほ
ぼ
八
十
島
で
あ
る
。

九十九島を巡る観光船パールクイーン

　

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
中
期
に

は
す
で
に
、
現
在
の
南
九
十
九

島
を
「
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い

っ
ぱ
い
の
島
が
あ
る
」
こ
と
の

表
現
と
し
て
、
地
域
の
住
民
は

「
九
十
九
島
」
と
称
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
景
観
を
賞
美

し
て
の
呼
称
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

明
治
時
代
直
前
ま
で
生
き
た

第
十
代
平
戸
藩
主
・
松
浦
熈（
ひ

ろ
む
）は
、
観
光
開
発
に
熱
心
だ

っ
た
よ
う
で
、
全
国
的
な
旅
行

ブ
ー
ム
に
合
わ
せ
て
領
地
内
の

奇
抜
な
岩
や
景
色
を
選
び
「
平

戸
八
景
」
と
し
た
。
そ
れ
ら
は

平
戸
街
道
筋
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

旅
行
者
や
近
郷
の
者
が
訪
れ
る

名
所
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
平
戸
八
景
の
中
に
九
十
九
島

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

景
勝
地
と
し
て
「
九
十
九
島
」

と
呼
ば
れ
た
の
は
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
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★
三
遊
亭
好
楽
師
匠
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
「
最
後
の
30
分
は
落
語
を
し
た

い
。」

　

好
楽
師
匠
の
申
し
出
に
よ
り
、

高
座
を
設
置
。「
夢
の
ひ
ろ
ば
」

終
了
後
に
、
少
し
時
間
を
要
し
ま

し
た
が
、
や
は
り
し
て
い
た
だ
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

噺
家
は
高
座
に
上
が
っ
て
絵
に
な

る
と
い
う
、
正
に
そ
の
と
お
り
で

し
た
。

　

ア
ル
カ
ス
の
会
場
へ
は
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
格
好
で
登
場
。
帰
り
も

着
物
か
ら
普
段
着
へ
と
変
身
さ

れ
、
颯
爽
と
会
場
を
後
に
さ
れ
ま

し
た
。
や
は
り
噺
家
ら
し
く
、
背

筋
が
伸
び
、
格
好
も
若
々
し
い
な

あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

人
間
味
あ
ふ
れ
る
好
楽
師
匠
の

お
話
と
落
語
は
、「
人
生
好
ん
で

楽
し
も
う
」
の
テ
ー
マ
の
と
お

り
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
・
考

え
方
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
母

親
思
い
の
優
し
い
好
楽
師
匠
だ
か

ら
こ
そ
、
人
生
の
苦
労
を
好
ん
で

楽
に
変
え
、
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
生
訓
と
な
る
数
々
の
お
話
と

落
語
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

★
素
敵
な
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
演
奏
が

ア
ル
カ
ス
に
響
き
ま
し
た
！

　

何
と
お
洒
落
な
時
間
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

ピ
ア
ノ
の
み
お
さ
ん
、
ベ
ー
ス

の
福
田
将
之
さ
ん
。
お
二
人
の
息

が
ピ
ッ
タ
リ
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
。

夜
の
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
が
、

神
秘
な
音
の
世
界
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
３
曲
ご
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
馴
染
み

が
深
い「
キ
ラ
キ
ラ
星
」の
曲
は
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
ア
レ
ン
ジ
で
聴
い
て

み
る
と
、
別
の
曲
に
な
っ
た
か
の

よ
う
に
軽
や
か
な
音
楽
に
変
身
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
な
ら
で
は
の

ス
ウ
ィ
ン
グ
す
る
リ
ズ
ム
や
即
興

演
奏
の
妙
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
っ
て
、
素

敵
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

佐
世
保
市
在
住
の
お
二
人
は
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、

様
々
な
所
で
ご
活
躍
中
。

　

今
度
ま
た
、
お
聴
か
せ
く
だ
さ

い
。
す
ば
ら
し
い
演
奏
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

　させぼ夢大学では、今年もアルカスSASEBO
の共催を得て、第21回「バラの折紙ツリー」を、
以下のとおり展示します。
　
　
　また、展示期間中の12月9日㈯には、「ツリー
点灯式」と「ロビーコンサート」を行います。
　どうぞお誘い合わせのうえ、お越しください。

　させぼ夢大学では、今年もアルカスSASEBO
の共催を得て、第21回「バラの折紙ツリー」を、
以下のとおり展示します。
　
　
　また、展示期間中の12月9日㈯には、「ツリー
点灯式」と「ロビーコンサート」を行います。
　どうぞお誘い合わせのうえ、お越しください。

○期間　11月23日（木・祝）～12月25日（月）
○場所　アルカスSASEBO 2階ロビー

○日時　12月9日（土）　午後5時～6時
○場所　アルカスSASEBO 1階エントランスロビー

「バラの折紙ツリー」をご覧になってください！「バラの折紙ツリー」をご覧になってください！


